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（
１
２
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な

つ
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（
２
７
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謎
の
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猿
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さ
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碧
あ
お
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（
１
２
） 

小
学
生 

成
増

な
り
ま
す 

一
作

い
っ
さ
く 

 

（
５
６
） 

刑
事 
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１
． 

小
学
校
・
教
室
（
夕
） 

放
課
後
。
荷
物
を
ま
と
め
て
帰
宅
す
る
生
徒
も
い
れ
ば
、
集

ま
っ
て
談
笑
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。 

隅
の
席
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
町
屋
勇
気
（
１

２
）
は
教
科
書
類
を
鞄
に
詰
め
て
い
る
。 

談
笑
し
て
い
る
生
徒
の
集
団
に
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
少
年
、
猿

島
碧
（
１
２
）
。

チ
ラ
ッ
と
勇
気
に
視
線
を
や
る
と
、
ニ
ヤ

リ
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
そ
し
て
集
団
に
何
や
ら
コ
ソ
コ
ソ

話
す
。 

勇
気
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
う
と
、
帰
ろ
う
と
す
る
。 

そ
こ
に
集
団
が
立
ち
ふ
さ
が
る
。 

勇
気
は
不
思
議
そ
う
に
彼
ら
を
見
つ
め
る
。 

碧
、
ノ
ー
ト
の
切
れ
端
に
何
か
殴
り
書
き
す
る
。
そ
し
て
さ

も
仲
良
さ
そ
う
に
勇
気
の
肩
を
組
む
。 

勇
気
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
身
体
を
硬
直
。 

碧
、
メ
モ
を
勇
気
に
握
ら
せ
る
と
、
と
ん
と
ん
と
肩
を
叩
く
。 

そ
し
て
集
団
と
と
も
に
、
笑
い
な
が
ら
立
ち
去
る
。 

勇
気
、
碧
た
ち
の
背
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

 

２
． 

道
（
夕
） 

周
囲
は
田
園
に
囲
ま
れ
た
畦
道
。 

人
通
り
は
な
い
。 

勇
気
、
ポ
ツ
リ
と
た
だ
ひ
と
り
歩
い
て
い
る
。 

田
ん
ぼ
を
隔
て
た
向
こ
う
の
道
に
佇
む
人
影
。 

勇
気
、
そ
の
人
影
に
気
付
き
、
チ
ラ
ッ
と
見
る
。 

白
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
着
た
女
性
、
北
畠
ナ
ツ
カ
（
２
７
）
で
あ

る
が
、
麦
わ
ら
帽
子
を
被
っ
て
お
り
、
顔
は
判
然
と
し
な
い
。 

勇
気
、
視
線
を
逸
ら
し
歩
い
て
い
く
。 

 

３
． 

町
屋
家
・
勇
気
の
部
屋
（
昼
） 

ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
散
ら
か
っ
て
い
る
。 

壁
に
は
そ
の
ゲ
ー
ム
の
ポ
ス
タ
ー
。
格
闘
ゲ
ー
ム
の
よ
う
で
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て

い
る
。 
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勇
気
、
テ
レ
ビ
で
そ
の
ゲ
ー
ム
の
最
中
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

を
激
し
く
連
打
し
、
戦
っ
て
い
る
。 

リ
ュ
ッ
ク
は
乱
雑
に
置
か
れ
て
お
り
、
碧
の
メ
モ
が
飛
び
出

し
て
い
る
。 

『
４
時 

〇
〇
公
園
集
合 

絶
対
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

テ
レ
ビ
画
面
『L

O
S

E

』
の
文
字
。 

勇
気
、
し
ょ
ん
ぼ
り
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
置
く
。
時

計
を
見
る
。 

３
時
５
０
分
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

勇
気
、
碧
の
メ
モ
に
視
線
を
移
す
。
た
め
息
を
つ
き
、
立
ち

上
が
る
。 

 

４
． 

公
園
（
夕
） 

滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
が
あ
る
だ
け
の
簡
素
な
公
園
。 

敷
地
は
広
い
。 

し
か
し
、
誰
も
い
な
い
。 

勇
気
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
佇
ん
で
い
る
。 

時
計
を
見
る
。 

４
時
を
過
ぎ
て
い
る
。 

勇
気
、
た
め
息
を
つ
く
。 

公
園
の
出
入
り
口
付
近
に
、
碧
ら
少
年
が
い
る
。
碧
た
ち
は

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
勇
気
を
見
て
、
馬
鹿
に
し
た
よ
う
に
笑
い

合
う
。
そ
し
て
勇
気
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
、
そ
っ
と
公
園

を
後
に
す
る
。 

勇
気
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
メ
モ
を
出
し
、
く
し
ゃ
っ
と
握
る
。

そ
の
ま
ま
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
視
界
の
端
に
、
ベ
ン
チ
に
佇

む
女
性
の
姿
を
捉
え
る
。 

麦
わ
ら
帽
子
に
白
の
ワ
ン
ピ
ー
ス―

―

ナ
ツ
カ
で
あ
る
。 

風
が
吹
き
、
ナ
ツ
カ
の
帽
子
が
吹
き
飛
ぶ
。 

ナ
ツ
カ
の
顔
が
は
っ
き
り
と
す
る
。
切
れ
長
の
目
に
ハ
リ
の

あ
る
頬
。
美
形
の
面
立
ち
。 

勇
気
、
ポ
カ
ン
と
口
を
開
け
て
、
思
わ
ず
見
惚
れ
る
。 

ナ
ツ
カ
、
帽
子
を
拾
う
。
す
る
と
、
勇
気
の
視
線
に
気
付
い

た
よ
う
で
、
彼
を
見
る
。 
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勇
気
、
慌
て
て
口
を
閉
じ
る
。 

ナ
ツ
カ
、
ふ
っ
と
笑
み
を
こ
ぼ
す
。 

 
×
 
×
 
×

 

ベ
ン
チ
に
横
並
び
で
座
る
勇
気
と
ナ
ツ
カ
。 

勇
気
は
ど
こ
か
緊
張
の
面
持
ち
で
、
ナ
ツ
カ
を
見
る
。 

ナ
ツ
カ
、
お
調
子
者
の
女
性
な
よ
う
で
、
ひ
と
つ
大
き
く
手

を
叩
く
と
立
ち
上
が
る
。 

勇
気
、
不
思
議
そ
う
に
ナ
ツ
カ
を
見
る
。 

ナ
ツ
カ
、
勇
気
に
微
笑
み
か
け
る
と
、
突
然
駆
け
出
す
。 

 
×
 
×
 
×

 
ナ
ツ
カ
、
滑
り
台
を
滑
る
。 

呆
気
に
取
ら
れ
る
勇
気
。 

ナ
ツ
カ
、
こ
っ
ち
お
い
で
と
手
で
招
く
。 

勇
気
、
苦
笑
し
て
ナ
ツ
カ
に
近
づ
く
。 

ナ
ツ
カ
に
誘
導
さ
れ
る
ま
ま
に
滑
り
台
に
上
る
。
滑
る
。 

 
×
 
×
 
×

 

ブ
ラ
ン
コ
に
乗
る
ナ
ツ
カ
。 

勇
気
は
彼
女
を
押
す
。
ど
こ
か
笑
顔
が
滲
ん
で
い
る
。 

 
×
 
×
 
×

 

砂
場
。 

立
派
な
砂
の
城
が
で
き
て
い
る
。 

ナ
ツ
カ
は
汚
れ
た
手
を
勇
気
に
見
せ
る
。 

勇
気
も
汚
れ
た
手
を
見
せ
、
笑
う
。 

笑
い
合
う
ナ
ツ
カ
と
勇
気
。 

 

５
． 

道
（
昼
） 

畦
道
を
横
並
び
で
歩
く
勇
気
と
ナ
ツ
カ
。
談
笑
中
。 

す
る
と
、
風
が
吹
き
、
ナ
ツ
カ
の
帽
子
が
後
方
に
吹
き
飛
ぶ
。 

勇
気
、
咄
嗟
に
拾
お
う
と
す
る
が…

…
 

後
方
か
ら
パ
ト
カ
ー
が
や
っ
て
来
る
。 

勇
気
、
ピ
タ
リ
と
足
を
止
め
る
。
振
り
返
る
。 

ナ
ツ
カ
は
無
表
情
で
前
方
を
見
て
い
る
。 

前
方
か
ら
も
パ
ト
カ
ー
。
パ
ト
カ
ー
は
停
車
す
る
と
、
刑
事

た
ち
が
出
て
く
る
。
ナ
ツ
カ
を
囲
む
。 
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わ
け
が
わ
か
ら
ず
呆
然
と
す
る
勇
気
。 

年
増
で
頭
の
禿
げ
あ
が
っ
た
刑
事
、
成
増
一
作
（
５
６
）
は
、

ナ
ツ
カ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。 

警
察
手
帳
を
か
ざ
す
。 

『
捜
査
一
課
』
と
あ
る
。 

ナ
ツ
カ
、
チ
ラ
ッ
と
勇
気
を
見
る
。 

勇
気
、
首
を
傾
げ
る
。 

成
増
は
勇
気
と
同
じ
年
齢
く
ら
い
の
少
年
が
写
っ
た
写
真
を

ナ
ツ
カ
に
見
せ
る
。 

ナ
ツ
カ
、
ふ
っ
と
笑
み
を
こ
ぼ
す
。 

隣
の
刑
事
が
ナ
ツ
カ
に
逮
捕
状
を
見
せ
る
。 

成
増
、
ナ
ツ
カ
に
手
錠
を
か
け
る
。 

勇
気
、
思
わ
ず
ナ
ツ
カ
に
触
れ
よ
う
と
す
る
が
、
刑
事
た
ち

に
止
め
ら
れ
る
。 

成
増
、
ナ
ツ
カ
を
パ
ト
カ
ー
に
押
し
込
む
。 

勇
気
、
刑
事
た
ち
の
制
止
を
振
り
切
ろ
う
と
す
る
が…

…
 

ナ
ツ
カ
を
載
せ
た
パ
ト
カ
ー
は
走
り
去
る
。 

去
り
際
、
ナ
ツ
カ
は
無
表
情
で
勇
気
を
見
る
。 

勇
気
、
脱
力
。 

ひ
と
り
の
刑
事
が
勇
気
の
肩
に
手
を
置
く
。 

勇
気
、
ナ
ツ
カ
の
帽
子
を
見
る
。 

す
る
と
、
再
び
風
が
吹
き
、
帽
子
が
吹
き
飛
ぶ
。
勇
気
の
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
。 

 

６
． 

町
屋
家
・
勇
気
の
部
屋
（
夜
） 

勇
気
、
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
。 

ニ
ュ
ー
ス
映
像
。
『
小
学
生
男
児
の
誘
拐
殺
人
事
件
』
『
容

疑
者
逮
捕
』
な
ど
の
テ
ロ
ッ
プ
。 

警
察
署
の
前
、
多
数
の
報
道
陣
が
パ
ト
カ
ー
か
ら
降
り
て
く

る
ナ
ツ
カ
の
姿
を
捉
え
て
い
る
。 

勇
気
の
顔
は
引
き
つ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
た
た
ま
れ
な

く
な
っ
て
、
乱
暴
に
テ
レ
ビ
を
消
す
。 

 

（
終
わ
り
） 


